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単結晶体と比較して多くの利点を有する透光性セラミックスは，固体レーザー分野において重要

な役割を果たしてきた．その微細組織は多くの結晶粒で構成されており，結晶軸によって屈折率

が異なる非立方晶系材料では，通常は粒界散乱が生じるためレーザー発振には至らない．したが

って，現状のレーザーセラミックスは YAG やセスキオキサイド等の立方晶系材料に限定されてい

る．一方，非立方晶系材料にはサファイアやアパタイト等，多くの興味深いレーザー母材が存在

し，これらの透明セラミック化が実現すれば固体レーザー分野へ与えるインパクトは大きい． 

非立方晶系セラミックス内の粒界散乱は，いわゆる Mie 散乱であり，散乱係数  は

2 2 23 /d n    で与えられる[1]．ここで d はセラミックスを構成する結晶粒の平均粒径， n は粒

界間の屈折率差，は波長であり，散乱係数  の低減には， d または n を小さくする方法が有効

である．前者において，低温かつ短時間の焼結で緻密化の促進が可能な放電プラズマ焼結法を用

いるアプローチが多数なされているが，レーザー発振に報告した例はまだない．一方，後者にお

いては，セラミック素地成型時に強磁場を印加し，結晶方位を制御する手法があり，非立方晶系

材料における唯一のレーザー発振実証がフッ化アパタイト（FAP）で報告されている[2,3]．  

本研究では，結晶方位がランダムでありながら，微結晶粒組織で構成された非立方晶系材料

（Nd:FAP, 六方晶系）の高品質透明セラミック化と，そのレーザー発振に初めて成功した．セラ

ミックスを構成する結晶粒の大きさは d ~ 140 nm程度であり，レーザー発振波長(1063 nm)におけ

る散乱係数は = 0.18 cm-1である．講演では，材料合成の詳細およびレーザー特性評価について報

告を行う予定である． 
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Fig. 2 Laser output power as a function of 

pump power. Inset shows a lasing spectrum. 

 
Fig. 1 In-line transmittance of Nd:FAP 

ceramics. Inset shows a sample photo.  
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